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1.　宋代 は中国史上 大きな変革 をみた時代 とい われ，

政治的 には唐朝 の貴族支配が崩壊して新興 の官僚に支え

られ た独裁君主 支配が確 立され，経 済的 には商工業 の発

展と都市の庶民生 活が形成 された時代 とし て注目されて

いる。 庶民 の撞頭は従来 の支配者独占の文化 に対し て新

しい文化 を生 み出し たが， 中匡近 世の服 飾を検討 するに

あたっ て， 都市生活者 の服飾 の 実態を知 る こ と を試 み

た。

2. 資料は宋代 の随筆夢渓筆談，東京夢華録，夢梁録

を用い ，絵画資料 として清明上河図，永楽宮壁画を用い

て文献 と対照し検討し た。 また最近発掘 され た宋お よび

元の衣服 の実物につい ても考え てみた。

3.　宋代には都市生活，農村生活が確立し てい たこ と

は上記文献からも明らかで，都市生活者 の衣服お よび服

飾品はすべ て市場 の商人を通し て供給 されてい る。士農

工商の身分制度も明確で，衣装 の色は各 々異 なり, あえ

てこれを越えるこ となく，同じ 商人で も職種に よって冠

や帽を着用するものとし ないものがあるなど，市街の人

々を服装に よって識別で きたようであ る。 また刺繍や染

色にはそれぞれ専門 の職人 があ って，こ れに従 事し てい

たこ となどが知 られ る。


